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◎
環
境
影
響
評
価
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
対
照
表 

○
環
境
影
響
評
価
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
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環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
三
条
の
三
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。 

２ 

既
存
工
作
物
（
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
及
び
チ
か
ら
ワ
ま

で
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
工
作
物
（
同
号
ホ
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
工
作
物

に
あ
っ
て
は
、
火
力
発
電
所
（
地
熱
を
利
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
原

子
力
発
電
所
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
現
に
存
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
既
存
工
作
物
を
除
却
し
、
又
は
そ

の
使
用
を
廃
止
し
、
当
該
既
存
工
作
物
が
設
置
さ
れ
て
い
る
区
域
又
は
そ
の

近
接
区
域
（
当
該
既
存
工
作
物
が
設
置
さ
れ
て
い
る
区
域
の
境
界
か
ら
政
令

で
定
め
る
距
離
ま
で
の
区
域
を
い
う
。
）
に
お
い
て
当
該
既
存
工
作
物
と
同

種
の
工
作
物
（
当
該
工
作
物
の
規
模
に
係
る
数
値
の
既
存
工
作
物
の
規
模
に

係
る
数
値
に
対
す
る
比
が
政
令
で
定
め
る
数
値
の
範
囲
内
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
）
の
新
設
を
当
該
工
作
物
に
係
る
第
一
種
事
業
と
し
て
実
施
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い

て
、
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
代
え
て
、
次
に
掲
げ
る
事

環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
三
条
の
三
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。 

２ 

既
存
工
作
物
（
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
及
び
チ
か
ら
ワ
ま

で
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
工
作
物
で
あ
っ
て
現
に
存
す
る
も
の
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
既
存
工
作
物
を
除
却
し
、

又
は
そ
の
使
用
を
廃
止
し
、
当
該
既
存
工
作
物
が
設
置
さ
れ
て
い
る
区
域
又

は
そ
の
近
接
区
域
（
当
該
既
存
工
作
物
が
設
置
さ
れ
て
い
る
区
域
の
境
界
か

ら
政
令
で
定
め
る
距
離
ま
で
の
区
域
を
い
う
。
）
に
お
い
て
当
該
既
存
工
作

物
と
同
種
の
工
作
物
（
当
該
工
作
物
の
規
模
に
係
る
数
値
の
既
存
工
作
物
の

規
模
に
係
る
数
値
に
対
す
る
比
が
政
令
で
定
め
る
数
値
の
範
囲
内
で
あ
る
も

の
に
限
る
。
）
の
新
設
を
当
該
工
作
物
に
係
る
第
一
種
事
業
と
し
て
実
施
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
結
果

に
つ
い
て
、
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
代
え
て
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
配
慮
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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項
を
記
載
し
た
配
慮
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 
事
業
実
施
想
定
区
域 

二 

当
該
第
一
種
事
業
に
係
る
環
境
の
保
全
の
た
め
の
配
慮
の
内
容 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

第
四
十
一
条
第
五
項
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で

の
規
定 

公
布
の
日 

二 

目
次
の
改
正
規
定
、
第
二
十
一
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
四
十
八
条

第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
四
十
九
条
の
改
正
規
定
、
第
六
十
二
条
を
第
六

十
三
条
と
し
、
第
五
十
六
条
か
ら
第
六
十
一
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下

げ
る
改
正
規
定
、
第
五
十
五
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
条
を
第
五
十
六

条
と
す
る
改
正
規
定
、
第
五
十
四
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
条
を
第
五

十
五
条
と
す
る
改
正
規
定
、
第
五
十
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
る
改
正
規

定
、
同
条
を
第
五
十
四
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
を
付
す
る
改
正
規

定
、
第
五
十
二
条
を
第
五
十
三
条
と
し
、
第
五
十
一
条
の
次
に
一
条
を
加

え
る
改
正
規
定
及
び
附
則
第
七
条
の
規
定 

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日 

 

（
検
討
） 

  

一 

事
業
実
施
想
定
区
域 

二 

当
該
第
一
種
事
業
に
係
る
環
境
の
保
全
の
た
め
の
配
慮
の
内
容 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

第
四
十
一
条
第
五
項
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定 

公
布
の

日 

二 

目
次
の
改
正
規
定
、
第
二
十
一
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
四
十
八
条

第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
四
十
九
条
の
改
正
規
定
、
第
六
十
二
条
を
第
六

十
三
条
と
し
、
第
五
十
六
条
か
ら
第
六
十
一
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下

げ
る
改
正
規
定
、
第
五
十
五
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
条
を
第
五
十
六

条
と
す
る
改
正
規
定
、
第
五
十
四
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
条
を
第
五

十
五
条
と
す
る
改
正
規
定
、
第
五
十
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
る
改
正
規

定
、
同
条
を
第
五
十
四
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
を
付
す
る
改
正
規

定
、
第
五
十
二
条
を
第
五
十
三
条
と
し
、
第
五
十
一
条
の
次
に
一
条
を
加

え
る
改
正
規
定
及
び
附
則
第
五
条
の
規
定 

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日 
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第
四
条 

政
府
は
、
環
境
影
響
の
程
度
が
著
し
い
も
の
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

事
業
に
つ
い
て
そ
の
実
施
に
先
立
つ
早
い
段
階
で
の
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

の
配
慮
が
重
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
当
該
事
業
に
係
る
枠
組
み
を
設
け

る
基
本
的
な
計
画
、
構
想
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
上
位
計
画
等
」
と

い
う
。
）
の
策
定
又
は
変
更
を
行
う
者
が
そ
の
立
案
の
段
階
に
お
い
て
、
当

該
上
位
計
画
等
を
踏
ま
え
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
事
業
に
係
る
環

境
影
響
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
及
び
住
民
、
環
境
保
全
活
動

等
を
行
う
民
間
団
体
等
の
意
見
を
反
映
し
つ
つ
、
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
当
該
上
位
計
画
等
の
策
定
又
は
変
更
を
行
う

仕
組
み
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
こ
の
法

律
の
公
布
後
一
年
以
内
に
、
必
要
な
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。 

２ 

政
府
は
、
前
項
の
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
う
地
方
公
共
団
体
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
同
項

の
検
討
と
併
せ
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
こ
の
法
律
の
公

布
後
一
年
以
内
に
、
必
要
な
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。 

 

第
五
条 

政
府
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
環
境
影
響
評
価
法
第
五
十
二

条
各
号
に
定
め
る
書
類
に
関
し
、
著
作
権
の
保
護
等
に
留
意
し
つ
つ
、
当
該

書
類
を
作
成
し
た
事
業
者
等
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
公
開
す
る
制

度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
こ
の
法
律

の
公
布
後
一
年
以
内
に
、
必
要
な
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る

〔
新
設
〕 

                 
〔
新
設
〕 
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も
の
と
す
る
。 

 

第
六
条 
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
十
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。 

 第
七
条 

〔
略
〕 

 

（
検
討
） 

第
四
条 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
十
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
五
条 

〔
略
〕 

 
 

 


